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㌔

,

記

事

ア
ダ

ム
・
ス

ミ

ス
生

誕

二

百

年

記

念

會

記

事

.

.

本

庄

榮

治

鄭

近
世
纒
濟
學
の
鼻
　阻
ε
し
て
不
朽

の
名
を
成
し
π
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
誕
二
百
年
を
記

念

せ
む

が
花
め

に
「
我
が
京
都
市
國
大
學
経
済
畢
會

に
於
て
は
、
そ
の

生
誕
の
當
日
、
即
ち
六
月
五
日
(大
正
十

二
年
)
に
關
係

圖
書
及
び
記
念
物
の
展
覧
會
、
並
び
に
講
演
會
を
開
催

し
、
記
念
維
葉
書
を
獲
行
配
布
し
た
こ
ピ
は
、
既

に
そ

の
常
時
詳
細
報
告

せ
し
通
b
で
あ
る
。
今
、
記
念
號
の

獲
刊

に
際
し
、
再
び
誠
が
記
念
會
の
記
事
を
録
す

る
こ

ξ

、
な

っ
た
か
ら
、
多
少
の
重
複
を
厭
は
す
、
左

に
そ

の
大
要
を
掲
げ
た
い
ご
思
ふ
。

圖
書
記
念
物
展
覧
魯

圖
書
記
念
物
展
覧
會
は
當
日
午
前
九
時
よ
b
本
學
構

内
尋
擾
堂

に
於
て
之
を
開
(
、
陳
列
品
は
左

の
如

き
分

記

事

.

類

の

下

に

無

慮

二

百

黙

に

達

し

た

。

.

第

一
㎜類

「
ア
ダ

ム
.
ス
ミ
ス
の
論
著
.書
簡
…及
び
傳
説

一
「

ス
ミ
ス
の
論
著

〔原
版
)

二
、

ス
ミ
ス
論
著
の
翻
刻

一二
「

ス
ミ
ス
訟㎜
薬
圃の
㎜節
細部
(醐汁
狸
畔
な
除
く
)

四
、

ス
ミ
ス
の
書
簡
そ
の
他

王
、

ス
ミ
ス
の
落
記

(邦
爽
の
も
の
寿
除
く
)

第

二

類

ア
ダ

ム
.
.ス
、・三

に
關
係
あ
る
和
書

一
、
ス
ミ

ス
論
著

の
謙
課

二
、
ス
ミ

ス
の
脇鳳
…記

「二
、
ス
ミ
ス
脇
下司
肋
の
細
小
ハ

イ
、
ス
ミ
ス
學
説
の
紹
介

な
主
題

ミ
ゼ
う
も
の

ロ
、
明
治

、
一十
年
遙
に
公
刊

さ
れ
蕃
書
中
、
ス
ミ
ス
の
學
読
な
紹

介
ぜ
み
も
の

ハ
・
明
治

二
十
卑
迄
に
公
刊

さ
れ
し
課
書
中
、
ス
ミ

ス
為
引
用
ぜ

る
も

の

四
、

ス
ミ

ス
ご
同
時
代

の
日
本

の
繹
濟
書

第

三

類

ア
ダ

ム
.
そ

、三

に
關
す
る
記
念
物

=

肯

像

二
、
邸
宅
、
墳
墓
、
文
學
そ
の
他

の
爲
帆
翔

三
、

ス
ミ
ス
の
藏
量
目、

ス
ミ
ス
の
筆
蹟
、
国
富
論
出
版
百
年
記
念
會

記
事

附

、
ス
ミ

ハ
生
誕
二
百
年
記
念
諸
論
文

第
十
八
巻

(第

一
號

三
八
三
V

三
八
三
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記

事

當
日
出
陳

さ
れ

た
書
籍

記
念
物

の
中

に
は

特
に
貴
重

な

る
も
の
が
少

く
な

か

っ
た
。

そ
の
二
三

を
墾

ぐ
れ
ば

先

づ

.♪
ζ
o
巴
夢

亀

Z
蒐
凶o
器
..
(
国
富
論

)
の
初
版

が
八

部
も
出

陳

さ
れ
、
殊

に
そ

の
中

に
は

、
.ス
ミ

ス
の
友
人

ス
テ
ウ
ア
ト

(U
轟
巴
処
しつ
冠
毛
p
邑

が
所
載

せ
し
も

の

に
て
鳥
其
癖

に
彼

れ

の
自
署
を
存

せ

る
も
の

が
あ

っ
だ

こ
ε
は
多

大
の
注

意

ご
感
興

ε
を
惹

い
陀
。
国
富
論

の

原
版
は
祝
版

の
外

、
再
版

よ
り
入
版

ま
で

悉

く

具

は

り
、
十

二
版
も
亦
出
陳

さ
れ
、
其

他

〉
色
二
三
。
器

雪

ユ

∩
9
器
∩菖
o
口
の
叶o
銘
拓

閃
ヰ
。。峠
m
⇒
戯
し∩
o∩
○口
α

閏
島
島
o
コ
u[

o
門

芝

Φ巴
江
田
o
「
Z
即応
〇
諺
甲
ゴ
H①o
噸

o
噛
冒
o
「円

しD
o三
{ヨ
①具
m'

H
O
・乙
。旨

(六
版
及
十
版

)
野
鴇
鴇

。
ロ

一、茎

8
。
喜

一。
巴

ω
ロ
互
o
。す

H
①
9
二
諾
い

o
p

旨
眉ω膏
9

勺
o
野
9

胃
o<
窪
器

㊤
民

〉
吐目
ψ

等

の
論
著

も
展
槻

さ
れ
た
。

躁
刻
書

の
中

で
は
國
冨
論
初

版

ε
同
年

に
出
版

さ
れ

た

ダ
プ
リ
シ
版
国

富
論

の
初
版

(
H
N
N
α
・
Uく
。
邑

並

に

原
版

の
四
版

(門
8
α
8

ぐ
。。
ひ
)

よ
り
も

、

一
年

早
く

出

版

さ
れ
た

ダ
ブ

リ

ン
版

の

四

肢

〔∪
量

量

目N
。。
い

n
く
。
互

が
特

に
人

々
の
注

意
を
惹

い
た
。
.其
他
各
種

の

縢
刻
書
並

に
抄
録

版
も
多
藪
出
品

さ
れ
た
が

、
国
霧

蕩

第
十
入
巻

(第

「
號

三
八
四
)

三
入
四

8

霊

冨

。
葺

巨

・。
量

・。冨

に
も
原

版

の
外

に
ダ

ブ

リ

ン
版

(
〇
二
げ
ぎ

一
一
N
O
い
.)
が

同

年

に

出

版

さ

れ

て

居

る

や
を

こ
ε
を
特

に
記

し
て

お
く
。

次

に
醗

諜
書

で
は

、
国
富
論

の
佛

諜
及
凋

鐸

の
外
演

繹
も

め
り
、
道
徳
情
操

論

の
佛
鐸
本

も
陳

列

さ
れ
、

ス

ミ
ス
の
書

簡
及

び
鰹

記
等

に

つ
い
て
も
そ
の
重
要
な

る

も
の
は
渡

す
所

な

く
蒐
集

さ
れ
セ
。

第

二
類

に

ス
ミ
ス
に
關
係

あ

る
和
書

ε
し
て
、
軍

に

國

富
論

の
邦

課
、

邦
文
傳

記

の
み
な

ら
す

、

ス
・・、
ス
の

學
説

が
.我
国

に
如

何

に
し
て
傳

へ
ら

れ
だ

か
を
示
す

沈

め
に
、
明
治
前
半

に
お
け

る
著
書

諜
書
中

ス
ミ
ス
の
畢

読
を
引

用
紹
介

せ

る
も

の
を
集

め
、
且

つ
ス
、、、
ス
ご
同

時
代

の
日
本

の
経

済
學
潜

の
著
書

を

も
出
陳

し
な

ご
ε

は

、
我
国

に
於

て

ス
ミ
ス
の
生
誕

二
百
年
を

記
念
す

る

に
就

き
て
、
極

め
て
意
義

あ

る
こ
ピ
汰

る
の
み
な
ら
す

一
般

縦
覧

者

に
も
多
大

の
興
味

を
與

へ
た
も

の

、
如

く

で
あ

っ
π
、

邦

鐸
書
で
は
石
川
映
作

翫
三
上
正
毅

・
竹

内
謙

二
諸

氏

の
諜
書
の
.あ

る
こ
ε
は

い
ふ
迄

も

な

い
所

で
あ

る
が

石
川
氏
が

そ

の
醗

灘

を
最
初

に
掲
載

さ
れ
だ
東

京
経
済

萎 本 誌 口絡 饗 照
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學
講
習
曾
講
義
録

萌
治
+
大
鐘

や
、
自
由
貿
易

に
閲

す

る
部
分
だ
け
を
抜
萃
し
々
「
富
國
論
覧
要
」
(明
治
†
八

九
薯

も
出
陳
さ
れ
、
鐸
書
は
す

べ
て

で

五
種
ご
な

つ

な
。
メ

・、
ス
の
學
説
の
紹
介
こ
し
て
は
、
…蝸
澤
諭
吉
氏

の
「學
問
の
す

、
め
」
「
民
間
経
濟
録
」
田
口
卯
吉
氏
の

「
日
本
純
濟
論

巨

初
め
ε
し
て
、
其
他
の
著
書
は
も
ご

よ
り
明
六
雑
誌
、東
京
経
済
難
詰
、
国
家
畢
會
雑
誌
等

の

雑
誌

に
も
及
び
、
す

べ
て
十
六
種
、
諜
書
で
は
、
神
田
.

孝
華
氏
の
西
洋
経
済
小
學

(慶
應
四
年
三
月
)
以
下
明
治
二

十
年

に
至
る
ま
で
の
も
の
約
二
十
五
種
を
出
陳
し
た
。

ス
ミ
ス
.こ
同
時
代
の
日
本
の
麗
濟
學
者

ε
し
て
は
、

三
浦
梅
園
及
び
井
上
四
明
は
ス
ミ
ス
ξ
同
年
の
出
生
で

あ
る
が
、
そ
の
前
後
に
亘

っ
て
著
名

の

學

者

こ
し
て

は
、
大
石
久
敬
、
佐
藤
信
季
、
山

縣

昌

貞
、
本

居
宣

長
、
中
井
竹
山
等
が
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
人
力
の
著

書
も
展
観

に
供

し
な
が
、
別
に
参
考

ε
し
て
欝
幕
時
代

に
輸
入
さ
れ
π
蘭
入

園
。
畠

の
著

「
欧
洲
纏

濟
學
良
」

の
腐
眞
三
葉
を
陳
列
し
た
。
こ
れ
は
該
書
に

ス
ミ
ス
の

名
が
出
て
屈
め
而
も
紅
暦
紙
な
ご
が
威

々
に
貼

っ
て
み

つ
て
蕎
幕
聴
代
に
何
人
か
ゴ
讀

む
だ
も

の

に
相

違
な

記

事

く
、

ス
ミ
ス
の
名
は
既

に
維
新

以
前

に
我
国

に
徳

は
与

お
b

し
な

ら
む

ご
の
説
を
謹
撮

立

つ
べ
き
参
考
資

料

セ

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。

第

三
類

の
記
念
物

中
主
な

る
も
の

は
、

一
、
骨

傑

.

0

メ
ダ

イ

ヨ

ン
複

製

石
膏
像

ー

タ
ツ

シ
ー
作

(
「
七

八
七
牟

、

ス
ミ

ス

大
+
四
蔵

の
時

の
作
)

0
右
篇
峰
一

(
一
)稲

田
博
士

『
國
長
螺
価濟
講

話
』
乾
巻
、
二

[
六
一
七

頁

、
大

正

十
年

改
訂

版

、

一
五

八
一
九

頁

、
所
載

(
二
)
目
ゴ
。
uっ
8
けユ
洛

窯
諄
δ
ゴ
巴

℃
c
二
「』
[
(ポ
一一2
.},.

剛Q。ゆ
【、
団
〔用ヨ
げ
=
餐
『

や

頃ρ

O
胸

像

版
需

一

省
.陣
。。
洛

の

メ
ダ

イ

ヨ

ン
に
基

く

も

の
)一

(
一
)

穿

墨
轟
く
監

9

じ弓
色

(罎

監

ρ
三

。
。
旦

夕
.爵
津
ゴ
.
H。。
頃。
版

及

び

【。。9

版

)
一

(
二
)
国
⊃
αq
「p
〈
o
臨

ぴ
}・
出
o
誤
ゴ
一贔
プ

(言
鴛

ρ

魯
o
∩
互

/
〈
塁

三
}u

獲

得
年

代

未
詳

の
分

一
つ
、
&
N
。。
版

、
及

び

【。。な

版

〉一

(
三

二
日
目
警

防ジ
、
c
島

ぴ
圃

=

o
=

(
～
ぐ
p
搾
o
m
2

(一曹

!
<
o
』
子

、

函

ホ

.)

O

半

身

像

版

面

(
∪
罫

♂く
口

9

冒

p
す

o
目
-

①
;
σq
箏

く
巴

ξ

型

∩
胃

ダ

℃
自
国

『
げ
①
隼

Z

O
<
.

卜」
い

h
QG
一
目
噂

∩
診
二
〇
一一

口
冒
島

O
帥
三
田

"

[
9
二

〇
こ

1

同

上

(
ω
冠

'く
巴
,計

芝

O
蒔

。。
、

<
〇
一
.

【
<
.

7
H
の
日

O
一轟

雷

同
Q。
=

'

国
…
口
げ
=
品
プ
)

■

O
右
向
昔
中
身
像
版
識

(典
擦
未
詳

の
も
の
)
一

(
こ

O
賓
三
頸

障

壁

p
ゴ
』
【F

幻

雪
げ
雷

ω
ω

匙
Φ
田

宕
暮

δ
目
凹

H
o。
轟
い
急

1

(
二

)
目
α
≠
・①
耳

ゴ
巳

冒

く
o
貯

q噛ヌ
o
三
無
醤

9

【
りq。。
n
一

念
一口
9

躬
輌
暑

版

芝

①
巴
穿

「
一。。
o
….

0
左

向

昔
半

身
像

版
血満
〔同
上

)一

(
ご

[
o
口
島
o
ロ
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史
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著
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應
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縄
濟
便
蒙

(世
渡
り
の
杖
)

ウ

エ
ラ

ン
ド
著

何
禮
之
課

.

明
治
五
年

一
月

二
朋

繹
濟
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講
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時
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木
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新
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講
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に

於

て

小

川

激

授

司

會

の

下

に

講

演

曾

を

開
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面

の
壁

、

高

き

所

に

恰

も

経

済

學

界

に

於

け

る
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滅
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五

星
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如
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に
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花

環

に
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飾

ら

れ

だ

ス

ミ

ス
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版
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げ

ら

れ
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刻
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千
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倉
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す
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が
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を
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、
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講
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著
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藤
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ソ
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講
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が
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を
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右
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、
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講
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収
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。
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講
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が
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が
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友
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、
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版
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濾
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う
も

の
で

あ

ろ
。

今

回

の

記

念

會

に

つ

い

て

各

方

面

よ

り

そ

の

珍

蔵

せ

ら
る

、
幾
多
の
貴
重
な
る
圖
書
記
念
物
を
出
陳
さ
れ
、

本誌口細饗照

幽

1

」、
.



!

'

以

て
展
、魔
會

に

一
段

の
光
彩

を
添

う
る

こ
ご
を
得

だ

る

は
、
本
會

の
深
く
威

謝
す

る
所

で
あ

る
。
猶

常

日
武
藤

教
授
其
他

よ
b
親
電

を
寄

せ
ら

れ
、
殊

に
態

々
東

北

大

學

よ
り
参
會

さ
れ
た
方
も

あ
り

、
称
歌
田
高
等
商
業

か

ら
ば
殆

ん
ご」
登
校

の
畢
生
を
擧
げ

て
※
會

せ
ら

れ
、
其

他
大

阪
彦

根
谷
地

か
ら
來
會

さ
れ
た
方
も
尠

く
な

か

っ

た
。

か
(
の
如
く
春
,図

の
.累

が
多

大
の
成

功

を
告

げ

有

意
義

馨

る
も
の
な

り
し

こ
ξ
は
.
発
く
畢
内
學

外
各

方

面

よ
り
の
同
情
の
厚

か
り

し
蜘

で
あ

っ
て
、
木

曾

の
深

く
威
…謝

し

つ

、
あ

る
所

で
あ

る
。

凍

・三

生
誕

二
百

年
記

念
の
催

が
、
.我
幽
各
地

に
於

て
行

鳳
れ

た

こ
.轟
は
眞

に
學

曾

の
盛
事

で
あ

る
が
、

欧

米

諸
国
殊

に
英
国

に
於

て
も
、
種

々
な

る
催

し
の
あ

っ

た

こ
ご
は
一
嘗
然

の
こ
ご
で
あ
る
。
今

二
三

の
新

聞

雑

誌

に
現
は

れ
た
所

に
よ

る
ご
、
先

づ

ス
.ミ

ス
の
誕
生

地

カ
ア

コ
ウ
デ

ィ
ー
で

獲
付

し
ザ、
み

る

新
聞

距
騨

罫

・

}
n脚<
Φ
二
尻
O「

γ皿
⊥
ハ
五
九
號

(六
月
二
日
)
は

、

ス
ミ
ス
記

A
必

聴

ε
も

い
ふ

べ
き
も

の
で
め

っ
て
、
.劇
ア
O
Φ
葺
Ω
函
蔓

亀

〉
紆
已

の
ヨ
{ひ

の
題

下

に

↓
頁

以
上
を
割
き
、

ス
ミ

ス

及

び
母

の
省

像

ε
、

ス
ミ
ス
の
家
跡

に
建

て
ち
れ

て

か

記

事

る
記
念
標

ε

の
三
個

の
需
眞

を
挿
入

し
て
種

々
な

る
記

事
及

び

詔
・
ぎ
ぎ

P

ぎ

塁
ぴ

6
国
電
鴛
■
即
。
旨
き
Φ
伊

}、「存

諸
教
授

の

ス
ミ
ス
評
論

や

感

想
等
を
禍

載

し
て

み
る
。

同
紙

の
報
ず

る
慮

に
よ
れ

ば

ヵ
ア

コ
グ
デ

イ
ー

で
は

、
一,
一百

傘
記
念

こ
し
て
、
六

月
五

日
に

ス
ミ

ス
の

生

れ
た
家
の
跡
や

ス
ミ
ス
舘

を
装
飾

し
、
且

、
町
長
は

エ
デ

ン
バ
ラ
.に
あ

る
ス
ミ
ス
の
墓
場

へ
お
参
.り
を

し
て

花
環

を
捧
げ

た
ご

い
ふ

こ
ご
で

め

る
。
猶

閏
0
9
ざ
ヨ
囲o

甘
ζ
コ
'門島

に

よ
れ
ば

グ

ラ

ス
ゴ
ウ
大
県

で
は
記
A
心
展
観

の
催

し
が
あ
り
、

ス

コ
ッ
ト
敷
授

(H、δ
「
～<
.
戸

Q∩
8
ヰ
)

　

は

一
條

の
講

演
を
試

み
た

そ
う

で
あ
る
,
一を

を

.

五

月
二
十

四

日

の
タ
イ

ム
ス
の
文
藝
附

録

に
は
四
欄

に
亘

っ
て

嗣
ぎ

タ
、o
塾

7
無

Z
露ま

星

の
題

下

に
、
ま

キ
け
　

た

エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
の
⊥
八
月
九

日

の

紙

よ

に

は

》
象
ヨ

6∩
邑

夢

の
題

下
に
約

一
頁
牢

に
亘

っ
て
、
何
れ
叡

ス
ミ

ス
の
學

界

に
於
け

る
地
位

や
學

説
を
評
論

し
て
み
る
。

ヰ
　
ネ
ま

国
。
2
μ
2
急
8
.

に

は

ゆ
8

璋

の

〉
舐

ヨ

し。
⇒
昏
F

漏

悼
ω

ρ
口
能

6

N
ω

ご
題

す

る

論

文

、

及

(
倒
量

昌

の

〉
墨

ヨ

ω
巳

昏

8

ゴ

話

註

ω
子

∩
Φ
撃
ε
靖

剛
雷
撃

8

ε

い

ふ

論

文

が

載

っ

て

み

る

。

前

掲

閏
添

切三
器

〉
牙

Φ
邑
器

「

に

第
十
八
巻

〔第

「
號

三
九
三
)

三
九
三
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」

記

事

は

タ

イ

ム

ス

の

右

の

所

論

を

扱

落

掲

載

し

て

居

る
。

英

国

で

も

以

上

の

外

に

、

勿

論

各

地

で

種

々

な

る

畢
.

會

や

新

聞

雑

誌

上

に

於

て

、

ス

ミ

ス

の

生

誕

二

百

年

を

記

念

し

た

こ

ご

で

あ

ら

う

が

、

英

図

以

外

の

國

で

も

同

様

の

事

柄

が

あ

っ
セ
.に

相

違

な

い
。

そ

の

}
例

こ

し

て

剛
W
,
コ
パ
身

一・け①
「

N
O
障
;
冨
(「

ヤ
}
膏
甑

(
⊥ハ
月
山一
山
ハ
日
)

一
ソ
■

寓
「
ニ
口
切

O

一

寺

ω
。
『
包
叶累

が

諺
紆

ヨ

しn
切
話
げ
.

N
ξ
ω
5
`
⇒
牙

誌

』
p
『
厚

く
o
汗
。・鼠

昌
m
。
冨

騨

匡

≒
①

の

題

下

に

、

ス

ミ

ス

の

略

醇

ご

畢

説

ご

を

諭

し
て

居

る

こ

ε

を

藪

に

附

記

し

て

貴

く

。ス

ミ

ス

の

生

誕

二

百

年

に
際

し

て

彼

れ

が

経

済

生

活

.

の

事

實

を

廣

く

槻

察

し

.

徹

底

せ

る

理

解

力

に

よ

っ

て

第
十
八
巻

〔第

一
號

三
九
四
)
了
,
三
九
四

徒

ら

に
空
理

空
論

に
捉

へ
ら

る

る
こ
ε
な
く

、
實
際

に

立
脚

し
て
理

論
を

立
て
だ
こ
ε
が
、
多

く
の
方
面

で
諭

せ
ら

れ
て
る

る
。

そ
し
て
こ
れ

が
今
旧
俗

ス
ミ
ス
を
研

.

発
す

る
必
要

あ
る
所

以
で
あ

る
ご
せ
ら

れ
て
る

る
。
即

ち

ス
ミ
ス
は
世
事

に
疎

き
畢
究

で
は
な
く

し
て
、
實

世

間
を
禮
得

せ
し
偉

大
な

る
學

者

な
り

し

こ
ご
を
認

め
ざ
.

る
を

得

灘
。
我

々
が

ス
ミ

ス
の
二
百
年
を

記
念

す

る
は
、

學
界

に
忘

れ
ら
れ

て
居

る
人

の
名
を
想
起
す

る
た

め
で

は
な

く

し
て

、
県
界

に
生
け

る
人

の
偉
大

さ
を
景

仰
す

り
れ

ホ

る

た

め

で

あ

る

。

げ

に

ボ

ー

ナ

ー

⑪

盲

へ
る

如

く

、
寓
。

一[8

し・
。
p

四
民

ぜく
…一=

器
コ

二
二
ニ

[≦

9

け
び
一二

F㏄
。
『

ご

考

へ
ざ

る

を

得

の

。
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